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本日のプログラム

           司会   青山 博徳君

・点 鐘            志水ひろみ君 

・国 家      「君が代」 

・ROTARY SONG 「我等の業」 

・ビジター紹介         志水ひろみ君 

・食事・歓談

・委員会報告

・会長挨拶           志水ひろみ君

・卓 話   春日井市長    伊藤 太 氏 

・幹事報告           長谷川英輝君 

・点 鐘            志水ひろみ君 

先週の記録 

会長挨拶      会長   志水ひろみ君

今年度も残すところ２か月となりました。 

来期の新理事役員の組織も次期に向けて始動して

います。 

ロータリーの幹となる「職業を通して、社会に奉

仕する」大切なことです。 

春を迎え、新しい息吹の芽が息づいています。 

この「芽」にエールを送ります。 

また、今期のそれぞれの委員会の皆さんにはたい

へんお力をいただき感謝しています。まだまだ行

事を残しておりますので、 

早いとは思いますが心より御礼もうしあげます。 

幹事報告      幹事   長谷川英輝君 

クラブ行事 

：5月13日（金） 磯野俊雄君お別れの会につい

て ウェスティンナゴヤキャッスル 

本日、会員の皆様にご案内をＦＡＸいたします。 

２０１６年５月１３（金）２２７７回（５月第１例会）

 地区行事 

：4月24日（日） 地区協議会についての連絡 ウ

ェスティンナゴヤキャッスル 

名札・プログラムは現地で成瀬副幹事よりお受け

取り下さい。 

：5月18日（水） 第2回地区社会奉仕委員長会

議 名鉄グランドホテルにて 16 時より 出席要

請は宅間社会奉仕委員長 

 その他 

 本日カゴを回した熊本地震義援金は６万円集ま

りました。元米山奨学生：武小燕さんからの義援

金と併せて、地区へ送らせていただきます。 

次週予告    

4月29日は祝日、5月6日は定款6-1により休会 

次回の例会は5月13日 伊藤市長卓話、例会に先

立ち理事役員会 

◎例会変更のお知らせ 

尾 張 旭

ＲＣ

５月２０日（金) ５月２０日（金）７：００ 

早朝例会の為 良福寺 

尾 張 中 央 ５月１８日（水) ５月１８日（水）１８：３０ 

   ＲＣ 夜間例会の為名鉄グランドホテル 

名 古 屋 北 5月２０日（金）5月２０日（金）１７：３０ 

   ＲＣ ＩＤＭの為 か茂免 

岡 崎 南 ５月２７日（金）５月２７日（金）１８：３０ 

   ＲＣ 歓迎例会の為 竜美丘会館 

津 島 ５月２０日（金）５月２２日（日） 

   ＲＣ 家族会の為 未定 



名古屋城北 ５月２４日（火）５月２４日（火） 

   ＲＣ ロータリーロード植樹例会の為 

名 古 屋 葵 ５月１９日（木）５月１７日（火） 

   ＲＣ 合同例会の為 ガーデンパレス 

中 部みらい ５月２５日（水）５月２２日（日）１６：００ 

   ＲＣ 財団学友会総会の為  

出席報告 委員長 古屋 義夫君 

会員 61 名 欠席 19名 出席率 68.9% 

先々週の修正出席 欠席 1名 出席率 98.4% 

ニコボックス報告    委員長   岡嶋 良樹君 

〇春日井市消防署長、青山様と職員の皆様をお迎

えして。            志水ひろみ君

〇消防署の皆様、ようこそお越しくださいました。

親睦委員の皆さん家族会ありがとうございました。

                長谷川英輝君

〇消防署の皆さん日頃のお仕事ご苦労様です。

                近藤 太門君

〇ムコさんが熊本出身、人事ではありません。

                青山 博徳君

〇小野寺さんお世話になります。 貴田 永克君

〇宝塚、ありがとうございました。山田  治君

〇卓話を楽しみにしています。  近藤 秀樹君

〇４月１５日宝塚楽しかったです。参加された皆

様ありがとうございました。   大原 泰昭君

〇３月の誕生祝を頂きありがとう。その時お金が

ありませんでした。今日！    松尾 隆徳君

〇消防署長をお迎えできる喜びで。加藤 将人君

〇結婚記念を先日頂きました。  加藤  茂君

〇志水会長、先週の宝塚のモナカのお土産ありが

とうございました。おいしくて、家族全員よろこ

んでいました。         下田 育雄君

〇祝福ありがとうございました。 太田 弘道君

〇ロータリーの森は奉仕の理想。 早川 八郎君

〇緑のまぶしい季節になり、とてもさわやかで気

持ちがいいです。        藤川 誠二君

〇消防署長の卓話、楽しみにしています。

                宅間 秀順君

〇消防署の方、表彰おめでとうございます。

                和田 了司君

〇卓話を聞く喜びで。

足立 治夫君  梅村  守君  小野寺 誠君

小川  長君  加藤久仁明君  風岡 保広君

北  健司君  川瀬 治通君  清水  勲君

社本 太郎君  杉山 孝明君  杤本 正樹君

成瀬 浩康君  中川  健君  蓮野 美廣君

場々大刀雄君  古屋 義夫君  屋嘉比良夫君

〇御協力、ありがとうございます。岡嶋 良樹君

卓話   春日井市消防長   青山  修氏 

皆さま こんにちは。 

ただいま、ご紹介をいただきました、消防本部

の青山でございます。 

日頃は、我々、消防の業務に、格別なご理解と

ご協力をいただき、高い席ではございますが、こ

の場をお借りしまして感謝とお礼を申し上げます。

「ありがとうございます。」 

ただいま、春日井ロータリークラブの皆さまか

ら、私どもの職員に対し、感謝状をいただきまし

て、誠にありがとうございます。感謝状をいただ

きました本人達もこれを機に、市民の皆さまの「安

全・安心」を守るという使命感をより一層強くし

たと思います。重ねて御礼申し上げます。 

本日は、貴重なお時間をいただきましたので最

初に火災救急についてのお話をさせていただきそ

の後に「消防団」についてお話しをさせていただ

きたいと思います。 

 昨年 平成２７年中の火災件数は、８７件であ

りました。一昨年から２０件減少しております。 

 この８７件という火災件数は、昭和４１年以来

の１００件を下回る件数であります。その内訳は、

建物火災が５７件、林野火災１件、車両火災が６

件、その他の火災２３件の８７件であります。 

この減少傾向は、県内どこの消防本部においても

減少しているようであります。 

春日井市の場合、しっかりと検証をしてみますと

一昨年比で、その他の火災が２３件減であります。

その他の火災とは、建物・林野・車両火災以外の

火災という定義ですので、田畑の草が燃えたり、

自動販売機が燃えたり、集積されたゴミが燃えた

りという火災が減少したことになります。 

 しかし建物火災だけを見れば５７件で昨年比で

３件増加ということになります。 

 この５７件の建物火災のうち３７件が住宅が燃

える火災であります。平成２６年度より７件増と

いう結果であります。 

 全体の火災件数は、２０件減少しているものの

建物火災、特に住宅火災は増加しており、こうし

たことから、火災は猶予できない状況にあるとい

わざるをえません。 

この住宅火災が３７件で 

 全焼した建物が９棟 

 半焼した建物が４棟 

 部分焼した建物が２４棟 

 ぼやの建物が３０棟 

合計で６７棟の建物が焼損していることになりま

す。 

また、こうした住宅火災で３人の方が亡くなっ

ており、２０人の方が負傷されております。 

全焼というのは、建物の焼損部分の損害額が火災

前の建物の評価額７０％以上のものいい。半焼は

２０％以上、部分焼は２０％未満、ぼやは 10％

未満であり、焼損床面積が１平方メートル



未満のもの、または収容物のみ焼損したも

のをいいます。 

消防は火災が鎮火した後に火災調査を警察

と協力して行うわけですが、消防法第 31

条で「消防長又は消防署長は、消火活動をなすと

ともに火災の原因並びに火災及び消火のために受

けた損害の調査に着手しなければならない。」と

されており第 33条では「消防長又は消防署長及

び関係保険会社の認めた代理者は、火災の原因及

び損害の程度を決定するために火災により破損さ

れ又は破壊された財産を調査することができる。」

とされています。

一方、警察の立場は犯罪の捜査が主眼に置かれ

るわけですが両者とも火災原因の究明という共通

の認識のもと協力して調査活動を実施しているわ

けであります 

一方、救急件数は、13,352 件となっておりまし

て我々が救急の統計を取り始めた昭和 35年以降、

最高の件数となりました一昨年を筆頭に。３年連

続で 1万 3,000 件を突破しております。12,595 人

の方をいずれかの病院に搬送しております。これ

は１日平均３６件出場し、おおむね市民 25人に一

人の方が搬送されたことになります。 

救急件数の増加は、2025 年（平成 37 年）頃まで

継続すると考えられております。これは、人口が

横ばい若しくは、減少傾向にある中でも高齢者の

人口比率が増加するためであります。 

ちなみに春日井市の人口比率でございますが、今

年４月１日のデータですが人口が 311,236 人、65

歳以上が 76,204 人（24.48％）となっております。 

人口は、平成 31年ごろまで上昇しその後、緩やか

に減少すると予想されております。そのあたりの

65歳以上の人口割合は、市の人口の 25％以上にな

ると予想されます。これを救急搬送件数でみてみ

ますと救急車でいずれかの病院に搬送された方

12,595人の５８パーセントにあたる7,311人が65

歳以上でありました。一昨年が 56.9 パーセントで

7,131 人でしたので搬送人員の高齢化は進んでい

ると考えられます。 

春日井市は、市民病院のご協力もあり搬送病院

は、比較的恵まれた環境にありますが、我々、９

台の救急車を運用して対応している中、救急車の

現場到着時間は約 6分 48秒、病院到着が 119 番か

ら 28分 40秒ぐらいであります。すべての救急車

が出動中という状況が年に数回あります。緊急の

場合は、救急要請していただくのは当然でありま

すが、ご自分で対応できる場合には、ご自身で病

院にいっていただくなど、救急車の適正利用にさ

らなるご協力をいただきますようお願いしましま

す。 

次に消防団について話をする前に、４月１４日

の２１時３０分ごろ発生しました震度７強の地震、

４月１６日深夜１時２５分に本震とされるマグニ

チュード７．３を記録しました。それ以後も多く

の余震が続いております「熊本地震」の話しをし

なければなりません。 

４月１８日現在の消防の対応でございますけれど

も、昨年もこの場でお話をさせていただきました

緊急消防援助隊が出動しております。 

４月１４日の地震発生を受けて九州各県と岡山、

広島から１６３隊５９４人が第１次隊として主に

は熊本県内に入っております。4月 16 日以降はこ

れに加えて東京、大阪、京都をはじめ中国地方の

県隊、四国の県隊が合計で 563隊 2,076 人が熊本

県で活動している状況であります。 

火災は熊本県で 13件発生しているようですが、原

因については特定されていない状況です。地震の

時、火災原因に通電火災があります。これは地震

が発生すると電気が止まり数時間、数日たって電

気の供給が復旧します。通電したことによる、電

気ストーブなどの電化製品からの出火というもの

ですが、阪神淡路の時も火災原因が通電によるも

のと特定できた火災が 85 件あったと言うことで

す。しかし今回は電気の復旧以前ですのでこれが

原因ではないと思われます。 

現在も懸命な救助活動が続けられております熊本

の地震も東日本の大震災とは、違った新たな教訓

を我々に与えてくると思います。 

この熊本地震の中での火災でも消防団の方が消火

していた映像がテレビで放映されていましたが、

あれだけの大きな災害になりますと我々消防だけ

で全くお役に立ちきれない状況となってきます。 

そこで大きな消防力となるのが地域防災力の要で

ある消防団と言うことになります。 

春日井市の消防団の状況についてお話をさせてい

ただきます。 

市内 6分団の公設消防団を組織しております。 

1 分団勝川地区 ２分団鷹来地区 3 分団篠木地

区 4分団鳥居松地区 5分団高蔵寺地区 6分団

が坂下地区と管轄が分かれておりまして全員が約

１２０名で、幅広い年齢の方々が地域における消

防・防災の担い手として、地域に密着し、住民の

安心と安全を守るという重要な役割を認識され活

動していただいています。春日井市内には、この

公設の６消防団のほかにそれぞれの町内会 区会

単位で組織されております自治消防団というもの

があります。市内に７連合団６２自治消防団１６

００人の方がこれに参加していただいております。

昔からの地元の消防団でございますが、より地域、

地元に密着した活動が期待できるところですが、

町内会の役員と同じで１年交代ということもあり

ましてなかなか公設消防団との協力がうまく行っ

ていない部分もあります。こうしたいわゆる地域

防災力をいかに集結させて効率よく活動が展開で



きるかが今後の課題になってくると思います。 

また来月になりますけど、中部大学の学生によ

る「機能別消防団」を発足させる運びとなりまし

た。これは、災害時の広域避難場所に指定してお

ります中部大学において市民の避難誘導、応急救

護、支援物資の配給など避難所運営支援を主な任

務とする消防団でございます。学生たちの若い力

を防災に生かす試みを実施していこうと考えてお

ります。 

 我々消防職員一同、市民の盾となり市民を守

る消防の責務を全うし、安全で安心して暮らせる

まち“春日井市”を目指し、持てる力を遺憾なく

発揮してまいりたいと思いますので、今後もご支

援を、よろしくお願いします。 

ご参会の皆様方のますますのご発展とご活躍を祈

念し、終わりとさせていただきます。 

本日は、ありがとうございました。 

あしなが手紙 

２０１５年１０月１日

親愛なるあしながおじさんへ（あしながおじさ

ん：志水ひろみ さん）

Riza Mae Malanog より
あしながおじさんにとって、今日が良い１日で

ありますように！あしながおじさん、お元気でお

過ごしですか？私はとても元気にしています。１

日１日を神様に感謝し、私たちは時間を無駄に過

ごしてはいけません。良く考え、たくさんの経験

をし、毎日を大切に過ごさなくてはいけないと思

っています。これは、私が過去に経験したことか

ら学んだことです。

私は、生きている限り問題や苦難が私たちの前

に立ちはだかることは絶対に避けられないものだ

ということを学びました。私たちは問題や苦難に

立ち向かい、その辛さに耐え、乗り越える努力を

しなくてはいけません。お父さんの死を受け入れ、

その苦難に立ち向かい、お父さんを失った辛さと、

恋しいと思う気持ちに耐え、立ち直ろうと努力し

た私のように…。本当のことを言うと、苦難を乗

り越えることは易しいことではありません。お父

さんを亡くした辛さは、今でもまだ私の中から消

えてはいませんが、この試練を乗り越える為に、

最大限の努力をしていきます。最近はだんだんと

元気になってきたと感じています。あと少しで立

ち直ることができそうです。

ところで、あしながおじさんに８月に起きた出

来事についてお知らせしたいと思います。実は、

地方新聞の作文コンクールで８位に入賞し、１１

月に開催される大会のセブの北東地区の代表とな

ったのです。

あしながおじさん、おじさんにお会いできるの

が待ち遠しいです！とても親切で、私の勉強を手

助けして下さるおじさんを、私はとても尊敬して

います。今の私の夢は、大学を卒業したら良い仕

事に就いて、成功することです。その夢が叶えば、

家族を助けるためのお金を稼ぐことができるので、

家族のみんなに必要なものを買ってあげられるし、

兄弟たちを学校に通わせ、お母さんの為の薬を買

うこともできます。日本へも行ってみたいです。

そしておじさんにお会いして、私が成功するまで

に力をかしてくださった全てのことについて、お

礼を言いたいと思います。

あしながおじさん、本当にありがとうございま

す。私が頑張ることが、おじさんの元気のもとに

なっていたら嬉しいです。おじさんが喜んでくれ

ることは私の喜びです。

神のご祝福を。少し早いですが、メリークリスマ

ス。そして良いお年を。

会長挨拶 志水 ひろみ 君

卓話 春日井市消防長 青山 修 氏 


